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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】下部地盤へ伝達される応力を低減すること、及

び基礎コンクリートの打設量を削減して施工コストを低

減する、建築物の基礎構造並びに建築物の基礎構造の施

工方法を提供する。

【解決手段】表層地盤Ｇを改良した地盤改良体２及び地

盤改良体２上に現場で打設した基礎コンクリート３を含

む建築物の基礎構造１であって、建築物の柱４の下方に

位置する基礎コンクート３は、形状の異なる上部３Ａ及

び下部３Ｂを有する。下部３Ｂは、建築物の隣り合う柱

４，４間を結ぶ水平方向に直交する水平方向Ｏ１を含む

鉛直面により切断した断面形状が逆台形状である。上部

３Ａは、下部３Ｂの前記断面形状における上端の側縁Ｍ

から第１水平方向Ｏ１へ突出する鍔状部Ｆ１を有する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 表 層 地 盤 を 改 良 し た 地 盤 改 良 体 及 び 前 記 地 盤 改 良 体 上 に 現 場 で 打 設 し た 基 礎 コ ン ク リ ー

ト を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 で あ っ て 、

　 前 記 基 礎 コ ン ク ー ト は 、 形 状 の 異 な る 上 部 及 び 下 部 を 有 し 、

　 前 記 下 部 は 、

　 　 建 築 物 の 隣 り 合 う 柱 間 を 結 ぶ 水 平 方 向 に 直 交 す る 第 １ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面 に よ り 切

断 し た 断 面 形 状 、 又 は 、

　 　 建 築 物 の 壁 に 直 交 す る 第 ２ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面 に よ り 切 断 し た 断 面 形 状

が 逆 台 形 状 で あ り 、

　 前 記 上 部 は 、

　 　 前 記 下 部 の 前 記 断 面 形 状 に お け る 上 端 の 側 縁 か ら 、

　 　 　 前 記 第 １ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部 、 又 は 、

　 　 　 前 記 第 ２ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部

を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、

建 築 物 の 基 礎 構 造 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 鍔 状 部 の 厚 み は 、 ０ ． ０ ５ ｍ 以 上 ０ ． ３ ｍ 以 下 、

　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 ０ ． １ ｍ 以 上 ０ ． ６ ｍ 以 下 で あ り 、

　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 前 記 鍔 状 部 の 厚 み に 対 し て 、 １ ～ ４ 倍 の 範 囲 で あ る 、

請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 逆 台 形 状 の 断 面 形 状 の 側 面 の 水 平 面 か ら の 傾 斜 角 度 は 、 ２ ０ ° 以 上 ４ ０ ° 以 下 で あ

る 、

請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 基 礎 コ ン ク ー ト は 独 立 基 礎 で あ り 、

　 前 記 下 部 の 底 面 は 、 前 記 下 部 の 上 端 の 外 周 縁 の 平 面 形 状 よ り も 小 さ い 四 角 以 上 の 多 角 形

で あ り 、

　 前 記 下 部 の 側 面 は 、 前 記 下 部 の 上 端 の 外 周 縁 と 前 記 底 面 の 外 周 縁 と を 繋 ぐ 傾 斜 面 で あ る

、

請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 。

【 請 求 項 ５ 】

　 表 層 地 盤 を 改 良 し た 地 盤 改 良 体 及 び 前 記 地 盤 改 良 体 上 に 現 場 で 打 設 し た 基 礎 コ ン ク リ ー

ト を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 基 礎 コ ン ク ー ト は 、 形 状 の 異 な る 上 部 及 び 下 部 を 有 し 、

　 前 記 下 部 は 、

　 　 建 築 物 の 隣 り 合 う 柱 間 を 結 ぶ 水 平 方 向 に 直 交 す る 第 １ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面 に よ り 切

断 し た 断 面 形 状 、 又 は 、

　 　 建 築 物 の 壁 に 直 交 す る 第 ２ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面 に よ り 切 断 し た 断 面 形 状

が 逆 台 形 状 で あ り 、

　 前 記 上 部 は 、

　 　 前 記 下 部 の 前 記 断 面 形 状 に お け る 上 端 の 側 縁 か ら 、

　 　 　 前 記 第 １ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部 、 又 は 、

　 　 　 前 記 第 ２ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部

を 有 し 、

　 前 記 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 は 、 地 盤 改 良 工 程 と 、 基 礎 掘 削 工 程 と 、 基 礎 打 設 工 程

と を 含 み 、

　 前 記 地 盤 改 良 工 程 は 、

　 　 表 層 地 盤 を 掘 り 下 げ た 土 を 埋 め 戻 し 、 固 化 材 を 添 加 混 合 し な が ら 混 合 攪 拌 し た 後 に 締
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め 固 め て 前 記 地 盤 改 良 体 を 構 築 す る 工 程 で あ り 、

　 前 記 基 礎 掘 削 工 程 は 、

　 　 建 築 物 の 柱 の 下 方 、 又 は 建 築 物 の 壁 の 下 方 に 位 置 す る 前 記 地 盤 改 良 体 の 上 部 を 、 前 記

基 礎 コ ン ク ー ト の 上 部 の 形 状 に 掘 削 し て 上 部 掘 削 部 を 形 成 す る 工 程 、 及 び 、

　 　 前 記 上 部 掘 削 部 の 下 方 を 、 前 記 基 礎 コ ン ク ー ト の 下 部 の 形 状 に 掘 削 し て 下 部 掘 削 部 を

形 成 す る 工 程 で あ り 、

　 前 記 基 礎 打 設 工 程 は 、

　 　 前 記 下 部 掘 削 部 内 に 捨 て コ ン ク リ ー ト を 打 設 し 、 前 記 上 部 掘 削 部 及 び 前 記 下 部 掘 削 部

内 に 基 礎 配 筋 を 行 っ て 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、

建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 鍔 状 部 の 厚 み は 、 ０ ． ０ ５ ｍ 以 上 ０ ． ３ ｍ 以 下 、

　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 ０ ． １ ｍ 以 上 ０ ． ６ ｍ 以 下 で あ り 、

　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 前 記 鍔 状 部 の 厚 み に 対 し て 、 １ ～ ４ 倍 の 範 囲 で あ る 、

請 求 項 ５ に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 逆 台 形 状 の 断 面 形 状 の 側 面 の 水 平 面 か ら の 傾 斜 角 度 は 、 ２ ０ ° 以 上 ４ ０ ° 以 下 で あ

る 、

請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 表 層 地 盤 を 改 良 し た 地 盤 改 良 体 及 び 前 記 地 盤 改 良 体 上 に 現 場 で 打 設 し た 基 礎

コ ン ク リ ー ト を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 、 及 び そ の 施 工 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 表 層 地 盤 を 改 良 し た 地 盤 改 良 体 及 び 前 記 地 盤 改 良 体 上 に 現 場 で 打 設 し た 基 礎 コ ン ク リ ー

ト を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ な い し ３ 参 照 ） 。 こ の よ う な 建 築

物 の 基 礎 構 造 は 、 簡 単 な 構 造 で 施 工 コ ス ト が 抑 え ら れ る こ と 、 不 同 沈 下 を 抑 制 で き る と と

も に 基 礎 全 体 の 支 持 力 を 向 上 で き る こ と 、 及 び 地 盤 の 囲 い 込 み 効 果 に よ り 地 震 時 に お け る

土 砂 の 液 状 化 阻 止 に 有 効 で あ る こ と 等 の 特 徴 を 有 す る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 １ 及 び ２ の 建 築 物 の 基 礎 構 造 は 、 建 築 物 の 柱 の 下 方 に 位 置 す る 基 礎 コ ン ク リ ー

ト の 下 面 の 形 状 は 正 方 形 で あ り 、 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 形 状 は 直 方 体 状 （ 正 四 角 柱 状 ）

で あ る （ 特 許 文 献 １ の 図 ５ の 係 合 凸 部 ７ ａ 、 及 び 特 許 文 献 ２ の 図 １ の 建 築 物 の 基 礎 ３ 参 照

） 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 ３ の 建 築 物 の 基 礎 構 造 は 、 建 築 物 の 柱 の 下 方 に 位 置 す る 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 底

面 を 、 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 平 面 形 状 よ り も 小 さ い 四 角 以 上 の 多 角 形 と し て い る 。 そ し

て 、 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 前 記 底 面 以 外 の 下 面 を 、 前 記 底 面 と 前 記 平 面 形 状 と を 繋 ぐ 傾

斜 面 と し 、 前 記 傾 斜 面 の 水 平 面 か ら の 傾 斜 角 度 を 、 ２ ０ ° 以 上 ４ ０ ° 以 下 に し て い る （ 特

許 文 献 ３ の 図 ２ の 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 許 文 献 ３ の 建 築 物 の 基 礎 構 造 に よ れ ば 、 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 形 状 に よ り 、 下 部 地

盤 へ 伝 達 さ れ る 応 力 を 低 減 で き る 。 ま た 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 打 設 量 を 削 減 で き る の で 施

工 コ ス ト を 低 減 で き る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ６ ０ ８ ５ ６ ８ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ５ ４ ９ ４ ８ ８ ０ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 第 ６ ４ ３ ６ ２ ５ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 願 の 発 明 者 は 、 前 記 効 果 を 奏 す る 特 許 文 献 ３ の 建 築 物 の 基 礎 構 造 に 対 し て 、 よ り 一 層

の 改 良 を 図 る こ と を 企 図 し 、 建 築 物 の 柱 の 下 方 に 位 置 す る 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 形 状 を さ ら

に 見 直 し た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 表 層 地 盤 を 改 良 し た 地 盤 改 良 体 及 び 前 記 地 盤 改 良 体

上 に 現 場 で 打 設 し た 基 礎 コ ン ク リ ー ト を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 、 及 び そ の 施 工 方 法 に お い

て 、 下 部 地 盤 へ 伝 達 さ れ る 応 力 を 低 減 す る こ と 、 及 び 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 打 設 量 を 削 減 し

て 施 工 コ ス ト を 低 減 す る こ と を 目 的 と し て 一 層 の 改 良 を 図 る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 以 下 に 示 す 建 築 物 の 基 礎 構 造 、 及 び そ の 施 工 方

法 を 提 供 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 要 旨 は 以 下 の と お り で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 〔 １ 〕

　 表 層 地 盤 を 改 良 し た 地 盤 改 良 体 及 び 前 記 地 盤 改 良 体 上 に 現 場 で 打 設 し た 基 礎 コ ン ク リ ー

ト を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 で あ っ て 、

　 前 記 基 礎 コ ン ク ー ト は 、 形 状 の 異 な る 上 部 及 び 下 部 を 有 し 、

　 前 記 下 部 は 、

　 　 建 築 物 の 隣 り 合 う 柱 間 を 結 ぶ 水 平 方 向 に 直 交 す る 第 １ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面 に よ り 切

断 し た 断 面 形 状 、 又 は 、

　 　 建 築 物 の 壁 に 直 交 す る 第 ２ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面 に よ り 切 断 し た 断 面 形 状

が 逆 台 形 状 で あ り 、

　 前 記 上 部 は 、 前 記 下 部 の 前 記 断 面 形 状 に お け る 上 端 の 側 縁 か ら 、

　 　 前 記 第 １ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部 、 又 は 、

　 　 前 記 第 ２ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部

を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 建 築 物 の 基 礎 構 造 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 〔 ２ 〕

　 前 記 鍔 状 部 の 厚 み は 、 ０ ． ０ ５ ｍ 以 上 ０ ． ３ ｍ 以 下 、

　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 ０ ． １ ｍ 以 上 ０ ． ６ ｍ 以 下 で あ り 、

　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 前 記 鍔 状 部 の 厚 み に 対 し て 、 １ ～ ４ 倍 の 範 囲 で あ る 、 〔 １ 〕

に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 〔 ３ 〕

　 前 記 逆 台 形 状 の 断 面 形 状 の 側 面 の 水 平 面 か ら の 傾 斜 角 度 は 、 ２ ０ ° 以 上 ４ ０ ° 以 下 で あ

る 、 〔 １ 〕 又 は 〔 ２ 〕 に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 〔 ４ 〕

　 前 記 基 礎 コ ン ク ー ト は 独 立 基 礎 で あ り 、

　 前 記 下 部 の 底 面 は 、 前 記 下 部 の 上 端 の 外 周 縁 の 平 面 形 状 よ り も 小 さ い 四 角 以 上 の 多 角 形

で あ り 、

　 前 記 下 部 の 側 面 は 、 前 記 下 部 の 上 端 の 外 周 縁 と 前 記 底 面 の 外 周 縁 と を 繋 ぐ 傾 斜 面 で あ る

、 〔 １ 〕 ～ 〔 ３ 〕 の 何 れ か に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 。
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【 ０ ０ １ ５ 】

　 〔 ５ 〕

　 表 層 地 盤 を 改 良 し た 地 盤 改 良 体 及 び 前 記 地 盤 改 良 体 上 に 現 場 で 打 設 し た 基 礎 コ ン ク リ ー

ト を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 基 礎 コ ン ク ー ト は 、 形 状 の 異 な る 上 部 及 び 下 部 を 有 し 、

　 前 記 下 部 は 、

　 　 建 築 物 の 隣 り 合 う 柱 間 を 結 ぶ 水 平 方 向 に 直 交 す る 第 １ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面 に よ り 切

断 し た 断 面 形 状 、 又 は 、

　 　 建 築 物 の 壁 に 直 交 す る 第 ２ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面 に よ り 切 断 し た 断 面 形 状

が 逆 台 形 状 で あ り 、

　 前 記 上 部 は 、 前 記 下 部 の 前 記 断 面 形 状 に お け る 上 端 の 側 縁 か ら 、

　 　 前 記 第 １ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部 、 又 は 、

　 　 前 記 第 ２ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部

を 有 し 、

　 前 記 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 は 、 地 盤 改 良 工 程 と 、 基 礎 掘 削 工 程 と 、 基 礎 打 設 工 程

と を 含 み 、

　 前 記 地 盤 改 良 工 程 は 、

　 　 表 層 地 盤 を 掘 り 下 げ た 土 を 埋 め 戻 し 、 固 化 材 を 添 加 混 合 し な が ら 混 合 攪 拌 し た 後 に 締

め 固 め て 前 記 地 盤 改 良 体 を 構 築 す る 工 程 で あ り 、

　 前 記 基 礎 掘 削 工 程 は 、

　 　 建 築 物 の 柱 の 下 方 、 又 は 建 築 物 の 壁 の 下 方 に 位 置 す る 前 記 地 盤 改 良 体 の 上 部 を 、 前 記

基 礎 コ ン ク ー ト の 上 部 の 形 状 に 掘 削 し て 上 部 掘 削 部 を 形 成 す る 工 程 、 及 び 、

　 　 前 記 上 部 掘 削 部 の 下 方 を 、 前 記 基 礎 コ ン ク ー ト の 下 部 の 形 状 に 掘 削 し て 下 部 掘 削 部 を

形 成 す る 工 程 で あ り 、

　 前 記 基 礎 打 設 工 程 は 、

　 　 前 記 下 部 掘 削 部 内 に 捨 て コ ン ク リ ー ト を 打 設 し 、 前 記 上 部 掘 削 部 及 び 前 記 下 部 掘 削 部

内 に 基 礎 配 筋 を 行 っ て 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 建

築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 〔 ６ 〕

　 前 記 鍔 状 部 の 厚 み は 、 ０ ． ０ ５ ｍ 以 上 ０ ． ３ ｍ 以 下 、

　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 ０ ． １ ｍ 以 上 ０ ． ６ ｍ 以 下 で あ り 、

　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 前 記 鍔 状 部 の 厚 み に 対 し て 、 １ ～ ４ 倍 の 範 囲 で あ る 、 〔 ５ 〕

に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 〔 ７ 〕

　 前 記 逆 台 形 状 の 断 面 形 状 の 側 面 の 水 平 面 か ら の 傾 斜 角 度 は 、 ２ ０ ° 以 上 ４ ０ ° 以 下 で あ

る 、 〔 ５ 〕 又 は 〔 ６ 〕 に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 上 に お け る 本 発 明 に 係 る 建 築 物 の 基 礎 構 造 、 及 び そ の 施 工 方 法 に よ れ ば 、 表 層 地 盤 を

改 良 し た 地 盤 改 良 体 上 に 現 場 で 打 設 し た 基 礎 コ ン ク リ ー ト が 、 形 状 の 異 な る 上 部 及 び 下 部

を 有 す る 。 そ し て 、 前 記 下 部 は 逆 台 形 状 の 断 面 形 状 を 有 し 、 前 記 上 部 は 水 平 方 向 へ 突 出 す

る 鍔 状 部 を 有 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 前 記 形 状 に よ り 、 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト か ら 下 部 地 盤 へ 応 力 が

伝 搬 す る 範 囲 が 広 く な る の で 、 下 部 地 盤 へ 伝 達 さ れ る 応 力 を 低 減 で き る と と も に 、 体 積 が

小 さ く な る こ と か ら 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 打 設 量 を 削 減 で き る の で 施 工 コ ス ト を 低 減 で き る

。

【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 そ の 上 、 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト が 前 記 鍔 状 部 を 有 す る こ と か ら 、 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト

に モ ー メ ン ト 荷 重 が 作 用 し た 際 に 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 端 部 の 接 地 圧 が 分 散 さ れ る の で

、 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト 下 の 一 端 に 作 用 す る 最 大 接 地 圧 を 小 さ く す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ １ 】

【 図 １ Ａ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 建 築 物 の 基 礎 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ Ｂ 】 図 １ Ａ の 矢 視 Ｘ １ － Ｘ １ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ Ｂ の 要 部 拡 大 図 で あ る 。

【 図 ３ Ａ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 に お い て 、 地 盤 改 良 工 程 で 形

成 し た 地 盤 改 良 体 に 基 礎 掘 削 工 程 で 上 部 掘 削 部 及 び 下 部 掘 削 部 を 形 成 し た 状 態 を 示 す 平 面

図 で あ る 。

【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ａ の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ Ａ 】 地 盤 Ｆ Ｅ Ｍ 解 析 用 モ デ ル を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ４ Ｂ 】 地 盤 Ｆ Ｅ Ｍ 解 析 用 モ デ ル を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ５ Ａ 】 比 較 例 １ の 地 盤 Ｆ Ｅ Ｍ 解 析 用 モ デ ル を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ５ Ｂ 】 比 較 例 １ の 地 盤 Ｆ Ｅ Ｍ 解 析 用 モ デ ル を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ Ａ 】 比 較 例 ２ の 地 盤 Ｆ Ｅ Ｍ 解 析 用 モ デ ル を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ６ Ｂ 】 比 較 例 ２ の 地 盤 Ｆ Ｅ Ｍ 解 析 用 モ デ ル を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ Ａ 】 比 較 例 １ － ２ 、 実 施 例 １ － ５ の 改 良 体 下 （ Ｄ 点 ） の 接 地 圧 を 示 す グ ラ フ で あ る

。

【 図 ７ Ｂ 】 比 較 例 １ － ２ 、 実 施 例 １ － ５ の コ ン ク リ ー ト 量 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ８ Ａ 】 Ｅ ／ Ｈ １ （ Ｅ ＝ 0.2m） に よ る 改 良 体 下 （ Ｄ 点 ） の 接 地 圧 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で

あ る 。

【 図 ８ Ｂ 】 Ｅ ／ Ｈ １ （ Ｈ １ ＝ 0.1m） に よ る 改 良 体 下 （ Ｄ 点 ） の 接 地 圧 の 変 化 を 示 す グ ラ フ

で あ る 。

【 図 ９ Ａ 】 Ｅ ／ Ｈ １ （ Ｅ ＝ 0.2m） に よ る コ ン ク リ ー ト 量 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ９ Ｂ 】 Ｅ ／ Ｈ １ （ Ｈ １ ＝ 0.1m） に よ る コ ン ク リ ー ト 量 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 １ ０ Ａ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 建 築 物 の 基 礎 構 造 に お け る 基 礎 コ ン ク リ ー ト を

下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ０ Ｂ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 建 築 物 の 基 礎 構 造 に お け る 基 礎 コ ン ク リ ー ト を

下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ０ Ｃ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 建 築 物 の 基 礎 構 造 に お け る 基 礎 コ ン ク リ ー ト を

下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ １ Ａ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 建 築 物 の 基 礎 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ １ Ｂ 】 図 １ １ Ａ の 矢 視 Ｘ ２ － Ｘ ２ 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 図 １ １ Ｂ の 要 部 拡 大 図 で あ る 。

【 図 １ ３ Ａ 】 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 に お い て 、 地 盤 改 良 工 程 で

形 成 し た 地 盤 改 良 体 に 基 礎 掘 削 工 程 で 上 部 掘 削 部 及 び 下 部 掘 削 部 を 形 成 し た 状 態 を 示 す 平

面 図 で あ る 。

【 図 １ ３ Ｂ 】 図 １ ３ Ａ の 矢 視 Ｘ ３ － Ｘ ３ 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

［ 実 施 の 形 態 １ ］

　 図 １ Ａ の 平 面 図 、 並 び に 図 １ Ｂ 及 び 図 ２ の 断 面 図 は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 建 築

物 の 基 礎 構 造 １ を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 建 築 物 の 基 礎 構 造 １ は 、 表 層 地 盤 Ｇ を 改 良 し た 地 盤 改 良 体 ２ 及 び 地 盤 改 良 体 ２ 上 に 現 場

で 打 設 し た 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ を 含 む 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】

　 基 礎 コ ン ク ー ト ３ は 独 立 基 礎 で あ り 、 形 状 の 異 な る 上 部 ３ Ａ 及 び 下 部 ３ Ｂ を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 基 礎 コ ン ク ー ト ３ の 下 部 ３ Ｂ は 、 建 築 物 の 隣 り 合 う 柱 ４ ， ４ 間 を 結 ぶ 水 平 方 向 に 直 交 す

る 第 １ 水 平 方 向 Ｏ １ を 含 む 鉛 直 面 に よ り 切 断 し た 断 面 形 状 が 逆 台 形 状 で あ る 。 本 実 施 の 形

態 で は 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ の 下 部 ３ Ｂ の 形 状 は 、 逆 四 角 錐 台 状 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 下 部 ３ Ｂ の 上 端 の 外 周 縁 Ｕ １ の 平 面 形 状 は 正 方 形 で あ る 。 下 部 ３ Ｂ の 底 面 Ｂ Ｓ １ の 平 面

形 状 は 、 下 部 ３ Ｂ の 上 端 の 外 周 縁 Ｕ １ の 平 面 形 状 よ り も 小 さ い 正 方 形 で あ る 。 下 部 ３ Ｂ の

側 面 Ｓ １ は 、 下 部 ３ Ｂ の 上 端 の 外 周 縁 Ｕ １ と 底 面 Ｂ Ｓ １ の 外 周 縁 Ｖ １ と を 繋 ぐ 傾 斜 面 で あ

る 。 傾 斜 面 で あ る 側 面 （ 前 記 逆 円 錐 台 状 の 断 面 形 状 の 側 面 ） Ｓ １ の 水 平 面 か ら の 傾 斜 角 度

α は 、 ２ ０ ° ≦ α ≦ ４ ０ ° と す る の が 好 ま し い 実 施 態 様 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 基 礎 コ ン ク ー ト ３ の 上 部 ３ Ａ は 、 下 部 ３ Ｂ の 前 記 断 面 形 状 に お け る 上 端 の 側 縁 Ｍ （ 外 周

縁 Ｕ １ ） か ら 、 第 １ 水 平 方 向 Ｏ １ へ 突 出 す る 鍔 状 部 Ｆ １ を 有 す る 。 鍔 状 部 Ｆ １ の 下 面 Ｔ １

は 略 水 平 面 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 次 に 、 建 築 物 の 基 礎 １ の 施 工 工 程 の 一 例 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

＜ 地 盤 改 良 工 程 ＞

（ 掘 下 げ 工 程 ）

　 図 １ Ｂ 及 び 図 ２ に 示 す 地 表 面 Ｇ Ｌ か ら 下 側 の 表 層 地 盤 Ｇ を 、 例 え ば バ ッ ク ホ ウ に よ る 鋤

取 り 等 に よ り 所 要 形 状 に 掘 り 下 げ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

（ 一 次 改 良 工 程 ）

　 次 に 、 地 盤 改 良 体 ２ の 下 部 の 形 状 で あ る 「 口 」 字 状 に 、 ア タ ッ チ メ ン ト と し て ミ キ シ ン

グ フ ォ ー ク を 装 着 し た バ ッ ク ホ ウ 等 に よ り 掘 削 し 、 セ メ ン ト 系 固 化 材 等 の 固 化 材 を 添 加 混

合 し な が ら 混 合 攪 拌 し 、 重 機 及 び ロ ー ラ ー 等 に よ り 締 め 固 め て 地 盤 改 良 体 ２ の 下 部 を 形 成

す る 一 次 改 良 工 程 を 行 う 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

（ 二 次 改 良 工 程 ）

　 次 に 、 前 記 掘 下 げ 工 程 に よ り 掘 り 下 げ た 土 を 、 バ ッ ク ホ ウ 等 に よ り 地 盤 改 良 体 ２ の 下 部

の 上 側 に 埋 め 戻 し 、 ア タ ッ チ メ ン ト と し て ミ キ シ ン グ フ ォ ー ク を 装 着 し た バ ッ ク ホ ウ 等 に

よ り 、 表 層 地 盤 Ｇ を 地 表 面 Ｇ Ｌ か ら 地 盤 改 良 体 ２ 上 部 の 形 状 に 掘 削 し 、 固 化 材 を 添 加 混 合

し な が ら 混 合 攪 拌 し 、 重 機 及 び ロ ー ラ ー 等 に よ り 締 め 固 め て 地 盤 改 良 体 ２ の 上 部 を 形 成 す

る 二 次 改 良 工 程 を 行 う 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

＜ 基 礎 掘 削 工 程 ＞

（ 上 部 掘 削 部 形 成 工 程 ）

　 次 に 、 前 記 地 盤 改 良 工 程 で 構 築 し た 地 盤 改 良 体 ２ に 対 し 、 図 ３ Ａ の 平 面 図 、 及 び 図 ３ Ｂ

の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 図 １ Ａ 及 び 図 １ Ｂ 、 並 び に 図 ２ の 鉄 骨 柱 ４ の 地 上 側 部 分 の 下 方 に

位 置 す る 地 盤 改 良 体 ２ の 上 部 を 、 下 端 部 外 周 縁 Ｐ の 位 置 ま で 掘 削 し て 上 部 掘 削 部 ２ Ａ を 形

成 す る 。 す な わ ち 、 図 ３ Ａ の 横 幅 Ｂ １ 、 縦 幅 Ｗ １ の 範 囲 で 、 バ ッ ク ホ ウ 等 に よ り 所 定 深 さ

で あ る 下 面 Ｔ ２ （ 図 ３ Ｂ ） の 位 置 ま で 直 方 体 状 に 掘 削 し て 上 部 掘 削 部 ２ Ａ を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

（ 下 部 掘 削 部 形 成 工 程 ）

　 次 に 、 下 端 部 外 周 縁 Ｐ か ら 鍔 状 部 Ｆ １ の 突 出 長 さ Ｅ の 分 だ け 内 方 の 周 縁 Ｕ ２ か ら 、 底 面

Ｂ Ｓ ２ が 正 方 形 に な る よ う に 逆 四 角 錐 台 状 に 掘 削 し て 下 部 掘 削 部 ２ Ｂ を 形 成 す る 。 下 部 掘

削 部 ２ Ｂ は 、 例 え ば 、 図 ３ Ａ の 横 幅 Ｂ ３ 、 縦 幅 Ｗ ３ の 範 囲 で 、 バ ッ ク ホ ウ 等 に よ り 所 定 深

さ ま で 、 す な わ ち 底 面 Ｂ Ｓ ２ の 外 周 縁 Ｖ ２ ま で 直 方 体 状 に 掘 削 し た 後 、 図 ３ Ｂ に 示 す 逆 四
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角 錐 台 状 の 傾 斜 面 で あ る 側 面 Ｓ ２ を 形 成 す る よ う に 掘 削 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

＜ 基 礎 打 設 工 程 ＞

　 次 に 、 下 部 掘 削 部 ２ Ｂ 内 に 、 図 ２ に 示 す 捨 て コ ン ク リ ー ト ６ を 打 設 す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 次 に 、 鉄 骨 柱 ４ 固 定 用 の 柱 脚 ア ン カ ー ボ ル ト を 捨 て コ ン ク リ ー ト ６ に 固 定 し 、 上 部 掘 削

部 ２ Ａ 及 び 下 部 掘 削 部 ２ Ｂ 内 に 基 礎 配 筋 を 行 っ て 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ を 打 設 す る 。 基 礎 コ

ン ク リ ー ト ３ の 上 部 ３ Ａ （ 図 ２ の 高 さ Ｈ １ の 範 囲 ） は 直 方 体 状 に な り 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト

３ の 下 部 ３ Ｂ （ 図 ２ の 高 さ Ｈ ２ の 範 囲 ） は 逆 四 角 錐 台 状 に な る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 次 に 、 鉄 骨 柱 ４ を 設 置 し 、 土 間 コ ン ク リ ー ト ５ を 打 設 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 以 上 の 工 程 に よ り 、 図 １ Ａ 及 び 図 １ Ｂ に 示 す 建 築 物 の 基 礎 （ 下 部 構 造 ） １ の 施 工 が 完 了

す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

＜ 数 値 解 析 に よ る 効 果 確 認 ＞

　 次 に 、 効 果 確 認 の た め に 行 っ た 数 値 解 析 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

（ 解 析 方 法 ）

　 地 盤 Ｆ Ｅ Ｍ （ Finite Element Method） 解 析 ソ フ ト ウ ェ ア （ PLA XIS） を 用 い て 数 値 解 析

を 行 う 。

【 ０ ０ ４ １ 】

（ １ ） 第 １ の 解 析 と し て 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト が 直 方 体 状 で あ る 比 較 例 １ 、 基 礎 コ ン ク リ ー

ト の 上 部 が 直 方 体 状 で 下 部 が 逆 四 角 錐 台 状 で あ る 比 較 例 ２ 、 及 び 基 礎 コ ン ク リ ー ト が 鍔 状

部 を 有 す る 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 形 状 で あ る 実 施 例 １ － ５ に つ い て の 解 析 を 行 う 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

（ ２ ） 第 ２ の 解 析 と し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 形 状 に お い て 、 鍔 状 部 Ｆ １ の 突 出 長 さ

Ｅ を 固 定 し （ Ｅ ＝ 0.2m） 、 鍔 状 部 Ｆ １ の 厚 み Ｈ １ に 対 す る 鍔 状 部 Ｆ １ の 突 出 長 さ Ｅ の 比 （

Ｅ ／ Ｈ １ ） を 変 化 さ せ た 実 施 例 ６ － ８ に つ い て の 解 析 を 行 う 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

（ ３ ） 第 ３ の 解 析 と し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 形 状 に お い て 、 鍔 状 部 Ｆ １ の 厚 み Ｈ １

を 固 定 し （ Ｈ １ ＝ 0.1m） 、 鍔 状 部 Ｆ １ の 厚 み Ｈ １ に 対 す る 鍔 状 部 Ｆ １ の 突 出 長 さ Ｅ の 比 （

Ｅ ／ Ｈ １ ） を 変 化 さ せ た 実 施 例 ９ － １ ３ に つ い て の 解 析 を 行 う 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

（ 実 施 例 及 び 比 較 例 の 解 析 モ デ ル ）

　 実 施 例 の 解 析 モ デ ル を 、 図 ４ Ａ の 平 面 図 及 び 図 ４ Ｂ の 断 面 図 に 、 比 較 例 1の 解 析 用 モ デ

ル を 、 図 ５ Ａ の 平 面 図 及 び 図 ５ Ｂ の 断 面 図 に 、 特 許 文 献 ３ の 建 築 物 の 基 礎 構 造 に 相 当 す る

比 較 例 ２ の 解 析 用 モ デ ル を 、 図 ６ Ａ の 平 面 図 及 び 図 ６ Ｂ の 断 面 図 に 示 す 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

＜ 第 １ の 解 析 ＞

（ パ ラ メ ー タ ）

（ １ ） 改 良 厚 Ｌ ＝ 2.5m、 二 次 改 良 厚 Ｊ ＝ 1.0m、 一 次 改 良 幅 Ｋ ＝ 5.6mと す る 。

（ ２ ） 基 礎 の 高 さ Ｈ ＝ 0.9m、 基 礎 の 横 幅 Ｂ １ ＝ 基 礎 の 縦 幅 Ｗ １ ＝ 4.0mと す る 。

（ ３ ） 比 較 例 ２ 及 び 実 施 例 １ － ５ に お い て 、 傾 斜 面 Ｓ １ （ 前 記 逆 円 錐 台 状 の 断 面 形 状 の 側

面 ） の 水 平 面 か ら の 傾 斜 角 度 α を 約 30° と す る 。

（ ４ ） 比 較 例 ２ の 基 礎 底 面 Ｂ Ｓ １ の 横 幅 Ｂ ３ ＝ 基 礎 底 面 Ｂ Ｓ １ の 縦 幅 Ｗ ３ ＝ 1.4mと す る 。

（ ５ ） 実 施 例 １ － ５ の 基 礎 底 面 Ｂ Ｓ １ の 横 幅 Ｂ ３ ＝ 基 礎 底 面 Ｂ Ｓ １ の 縦 幅 Ｗ ３ ＝ 0.8mと す

る 。

（ ６ ） 鍔 状 部 Ｆ １ を 有 す る 実 施 の 形 態 １ － ５ に お い て 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ の 上 部 ３ Ａ の

高 さ で あ る 鍔 状 部 Ｆ １ の 厚 み Ｈ １ に 対 す る 鍔 状 部 Ｆ １ の 突 出 長 さ Ｅ の 比 （ Ｅ ／ Ｈ １ ） を ２
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と す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 Ｈ １ 、 Ｈ ２ 、 Ｂ ２ 、 Ｗ ２ 、 Ｅ を 以 下 と す る 。

（ １ ） 比 較 例 ２ ： Ｈ １ ＝ 0.2m、 Ｈ ２ ＝ 0.7m

（ ２ ） 実 施 例 １ ： Ｈ １ ＝ 0.1m、 Ｈ ２ ＝ 0.8m、 Ｂ ２ ＝ Ｗ ２ =3.6m、 Ｅ ＝ 0.2ｍ

（ ３ ） 実 施 例 ２ ： Ｈ １ ＝ 0.15m、 Ｈ ２ ＝ 0.75m、 Ｂ ２ ＝ Ｗ ２ =3.4m、 Ｅ ＝ 0.3ｍ

（ ４ ） 実 施 例 ３ ： Ｈ １ ＝ 0.2m、 Ｈ ２ ＝ 0.7m、 Ｂ ２ ＝ Ｗ ２ =3.2m、 Ｅ ＝ 0.4ｍ

（ ５ ） 実 施 例 ４ ： Ｈ １ ＝ 0.25m、 Ｈ ２ ＝ 0.65m、 Ｂ ２ ＝ Ｗ ２ =3.0m、 Ｅ ＝ 0.5ｍ

（ ６ ） 実 施 例 ５ ： Ｈ １ ＝ 0.3m、 Ｈ ２ ＝ 0.6m、 Ｂ ２ ＝ Ｗ ２ =2.8m、 Ｅ ＝ 0.6ｍ

【 ０ ０ ４ ７ 】

（ 荷 重 条 件 ）

　 特 許 文 献 ３ の 建 築 物 の 基 礎 構 造 で は 、 そ の 効 果 を 確 認 す る た め に 行 っ た 数 値 解 析 に お い

て 、 外 力 を 、 長 期 荷 重 で あ る 固 定 荷 重 及 び 積 載 荷 重 に 相 当 す る 900kNの 荷 重 の み と し て い

る （ 特 許 文 献 ３ の ［ ０ ０ ２ ５ ］ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 建 築 物 に 対 し て 、 実 際 に は 、 短 期 荷 重 と し て 地 震 力 や 風 力 も 作 用 す る 。 地 震 力 や 風 力 は

建 築 物 を 横 に 揺 ら す よ う に 作 用 す る の で 、 建 築 物 に は 水 平 力 も 作 用 す る 。 そ れ に よ り 、 基

礎 構 造 に は 、 長 期 荷 重 に 加 え 、 短 期 荷 重 に よ る 水 平 力 及 び モ ー メ ン ト 荷 重 が 作 用 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 そ こ で 、 当 該 数 値 解 析 の 荷 重 条 件 は 、 長 期 荷 重 に 相 当 す る 荷 重 条 件 １ 、 中 地 震 （ 水 平 加

速 度 ： 200gal程 度 ） が 発 生 し た 状 態 に 相 当 す る 荷 重 条 件 ２ 、 大 地 震 （ 水 平 加 速 度 ： 400gal

程 度 ） が 発 生 し た 状 態 に 相 当 す る 荷 重 条 件 ３ と す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 す な わ ち 、 図 ４ Ａ の 平 面 図 及 び 図 ４ Ｂ の 断 面 図 、 図 ５ Ａ の 平 面 図 及 び 図 ５ Ｂ の 断 面 図 、

並 び に 図 ６ Ａ の 平 面 図 及 び 図 ６ Ｂ の 断 面 図 に 示 す 解 析 用 モ デ ル に お い て 、 基 礎 コ ン ク リ ー

ト ３ に 作 用 す る 垂 直 荷 重 Ｎ 及 び 水 平 荷 重 Ｑ は 、 以 下 と す る 。

（ １ ） 荷 重 条 件 １ ： Ｎ ＝ 1100kN

（ ２ ） 荷 重 条 件 ２ ： Ｎ ＝ 1100kN、 Ｑ ＝ 220kN（ I＝ 3m）

（ ３ ） 荷 重 条 件 ３ ： Ｎ ＝ 1100kN、 Ｑ ＝ 440kN（ I＝ 3m）

【 ０ ０ ５ １ 】

（ 評 価 項 目 ）

　 図 ４ Ｂ 、 図 ５ Ｂ 、 及 び 図 ６ Ｂ に 示 す 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ 下 の Ａ な い し Ｃ 点 の 主 応 力 （

kN/m
2
） 、 及 び 地 盤 改 良 体 ２ 下 の Ｄ 点 の 接 地 圧 （ kN/m

2
） 、 並 び に 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ の 体

積 で あ る コ ン ク リ ー ト 量 （ m
3
） と す る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

（ 解 析 結 果 ）

　 荷 重 条 件 １ に つ い て の 解 析 結 果 を 表 １ に 、 荷 重 条 件 ２ に つ い て の 解 析 結 果 を 表 ２ に 、 荷

重 条 件 ３ に つ い て の 解 析 結 果 を 表 ３ に 示 す 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

【 表 １ 】
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【 ０ ０ ５ ４ 】

【 表 ２ 】

【 ０ ０ ５ ５ 】

【 表 ３ 】

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 水 平 力 及 び モ ー メ ン ト 荷 重 が 作 用 し な い 荷 重 条 件 １ の 解 析 結 果 を 示 す 表 １ に お い て 、 荷

重 Ｎ に 対 し て 対 称 で あ る 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト 下 の 主 応 力 （ Ｂ 点 ） と 基 礎 コ ン ク リ ー ト 下 の

主 応 力 （ Ｃ 点 ） の 値 が 異 な っ て い る 。 そ の 理 由 は 、 地 盤 Ｆ Ｅ Ｍ 解 析 ソ フ ト ウ ェ ア で 解 析 領

域 の メ ッ シ ュ 分 割 を 自 動 で 作 成 し た 際 に 、 Ｂ 点 ま わ り の メ ッ シ ュ と Ｃ 点 ま わ り に メ ッ シ ュ

が 対 称 に な っ て い な い こ と に よ る 。 Ｂ 点 の 主 応 力 と Ｃ 点 の 主 応 力 の 差 は １ ％ 以 下 で あ る の

で 、 問 題 の な い 解 析 精 度 で あ る と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 比 較 例 １ － ２ 、 及 び 実 施 例 １ － ５ の 改 良 体 下 の 接 地 圧 （ Ｄ 点 ） を 、 図 ７ Ａ の グ ラ フ に 、

比 較 例 １ － ２ 、 及 び 実 施 例 １ － ５ の コ ン ク リ ー ト 量 を 、 図 ７ Ｂ の グ ラ フ に 示 す 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 図 ７ Ａ の グ ラ フ か ら 、 改 良 体 下 の 接 地 圧 は 、 比 較 例 １ よ り も 実 施 例 １ － ５ の 方 が 小 さ い

こ と が 分 か る 。 ま た 、 改 良 体 下 の 接 地 圧 は 、 比 較 例 ２ よ り も 実 施 例 １ － ５ の 方 が 概 ね 小 さ

い （ 荷 重 条 件 ３ で は 、 比 較 例 ２ は 96.8kN/m
2
、 実 施 例 ４ は 97.1kN/m

2
、 実 施 例 ５ は 97.7kN/m

2
で あ り 、 比 較 例 ２ よ り も 実 施 例 ４ 及 び ５ の 方 が 若 干 大 き い ） こ と が 分 か る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 例 え ば 、 改 良 体 下 の 接 地 圧 （ Ｄ 点 ） は 、 荷 重 条 件 １ で は 、 実 施 例 １ （ 97.6kN/m
2
） は 、

比 較 例 1（ 106.8kN/m
2
） の 約 91％ 、 比 較 例 ２ （ 100.4kN/m

2
） の 約 97％ で あ る 。 ま た 、 改 良

体 下 の 接 地 圧 （ Ｄ 点 ） は 、 荷 重 条 件 ２ で は 、 実 施 例 １ （ 99.1kN/m
2
） は 、 比 較 例 １ （ 106.4

kN/m
2
） の 約 93％ 、 比 較 例 ２ （ 101.6kN/m

2
） の 約 98％ で あ る 。 さ ら に 、 改 良 体 下 の 接 地 圧

（ Ｄ 点 ） は 、 荷 重 条 件 ３ で は 、 実 施 例 １ （ 94.9kN/m
2
） は 、 比 較 例 １ （ 104.0kN/m

2
） の 約 9

1％ 、 比 較 例 ２ （ 96.8kN/m
2
） の 約 98％ で あ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 こ の よ う に 実 施 例 に お い て 、 改 良 体 下 の 接 地 圧 を 小 さ く で き る 理 由 は 、 実 施 例 の 基 礎 コ

ン ク リ ー ト ３ の 形 状 （ 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ ） に よ り 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ か ら 下 部 地 盤 へ 応

力 が 伝 搬 す る 範 囲 が 広 く な る の で 、 下 部 地 盤 へ 伝 達 さ れ る 応 力 を 低 減 で き る た め で あ る と
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考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 図 ７ Ｂ の グ ラ フ か ら 、 比 較 例 １ － ２ よ り も 実 施 例 １ － ５ の 方 が コ ン ク リ ー ト 量 を 少 な く

で き る こ と が 分 か る 。 そ の 理 由 は 、 実 施 例 １ － ５ の 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ の 形 状 （ 図 ４ Ａ 及

び 図 ４ Ｂ ） に よ り 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ の 体 積 が 小 さ く な る た め で あ る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 例 え ば 、 実 施 例 １ の コ ン ク リ ー ト 量 （ 6.0m
3
） は 、 比 較 例 １ （ 14.4m

3
） の 約 42％ 、 比 較

例 ２ （ 8.7m
3
） の 約 69％ で あ る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 荷 重 条 件 ２ 及 び ３ の よ う に 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ に 対 し て 水 平 荷 重 Ｑ が 作 用 す る 場 合 、 基

礎 コ ン ク リ ー ト ３ に モ ー メ ン ト 荷 重 が 作 用 す る 。 そ れ に よ り 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト 下 の 一 端

で あ る Ｃ 点 の 主 応 力 が 大 き く な り 、 Ｃ 点 に 最 大 接 地 圧 が 作 用 す る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 例 え ば 、 荷 重 条 件 ２ で あ る 表 ２ の 基 礎 コ ン ク リ ー ト 下 の Ｃ 点 の 主 応 力 に つ い て 見 る と 、

鍔 状 部 が 無 い 比 較 例 １ は 188.4kN/m
2
で あ る の に 対 し 、 鍔 状 部 が 無 い 比 較 例 ２ は 173.7kN/m

2

と 小 さ く 、 鍔 状 部 が あ る 実 施 例 １ － ５ で は 、 172.5kN/m
2
な い し 158.9kN/m

2
と さ ら に 小 さ く

な っ て い る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 ま た 、 荷 重 条 件 ３ で あ る 表 ３ の 基 礎 コ ン ク リ ー ト 下 の Ｃ 点 の 主 応 力 に つ い て 見 る と 、 鍔

状 部 が 無 い 比 較 例 １ は 281.0N/m
2
で あ る の に 対 し 、 鍔 状 部 が 無 い 比 較 例 ２ は 313.0N/m

2
と 、

比 較 例 ２ の 方 が 大 き く な っ て い る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 そ れ に 対 し て 、 鍔 状 部 が 有 る 実 施 例 １ － ５ で は 、 288.7kN/m
2
な い し 252.4kN/m

2
で あ り 、

実 施 例 １ （ 288.7kN/m
2
） は 、 比 較 例 １ （ 281.0N/m

2
） よ り も 若 干 大 き い が 、 実 施 例 ２ （ 271

.7kN/m
2
） な い し 実 施 例 ５ （ 252.4kN/m

2
） は 、 比 較 例 １ （ 281.0N/m

2
） 及 び 比 較 例 2（ 313.0

N/m
2
） よ り も 小 さ い 。 特 に 、 実 施 例 １ － ５ は 、 比 較 例 ２ に 対 し て 大 幅 に 小 さ く な っ て い る

。 例 え ば 、 実 施 例 １ （ 288.7kN/m
2
） は 、 比 較 例 ２ （ 313.0N/m

2
） の 約 92％ 、 実 施 例 ５ （ 252

.4kN/m
2
） は 、 比 較 例 ２ （ 313.0N/m

2
） の 約 81％ で あ る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 以 上 の と お り 、 鍔 状 部 が 有 る 実 施 例 １ － ５ の 基 礎 コ ン ク リ ー ト に よ れ ば 、 基 礎 コ ン ク リ

ー ト ３ に モ ー メ ン ト 荷 重 が 作 用 し た 際 に 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ 下 の 一 端 に 作 用 す る 最 大 接 地

圧 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 そ の 理 由 は 、 鍔 状 部 （ 例 え ば 、 図 ４ Ｂ の Ｆ １ ） を 設 け る こ

と で 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ の 端 部 （ Ｃ 点 ） の 接 地 圧 が 分 散 さ れ る た め で あ る と 考 え ら れ る

。

【 ０ ０ ６ ８ 】

＜ 第 ２ の 解 析 ＞

（ パ ラ メ ー タ ）

（ １ ） 改 良 厚 Ｌ ＝ 2.5m、 二 次 改 良 厚 Ｊ ＝ 1.0m、 一 次 改 良 幅 Ｋ ＝ 5.6mと す る 。

（ ２ ） 基 礎 下 部 の 高 さ Ｈ ２ ＝ 0.8m、 基 礎 の 横 幅 Ｂ １ ＝ 基 礎 の 縦 幅 Ｗ １ ＝ 4.0mと す る 。

（ ３ ） Ｂ ２ ＝ Ｗ ２ ＝ 3.6m、 Ｅ ＝ 0.2mと す る 。

（ ４ ） 傾 斜 面 Ｓ １ （ 前 記 逆 円 錐 台 状 の 断 面 形 状 の 側 面 ） の 水 平 面 か ら の 傾 斜 角 度 α を 約 30

° と す る 。

（ ５ ） 基 礎 底 面 Ｂ Ｓ １ の 横 幅 Ｂ ３ ＝ 基 礎 底 面 Ｂ Ｓ １ の 縦 幅 Ｗ ３ ＝ 0.8mと す る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 Ｈ １ 、 Ｅ ／ Ｈ １ を 以 下 と す る 。

（ １ ） 実 施 例 ６ ： Ｈ １ ＝ 0.2m、 Ｅ ／ Ｈ １ ＝ 1

（ ２ ） 実 施 例 ７ ： Ｈ １ ＝ 0.15m、 Ｅ ／ Ｈ １ ≒ 1.3

（ ３ ） 実 施 例 １ ： Ｈ １ ＝ 0.1m、 Ｅ ／ Ｈ 1＝ 2

（ ４ ） 実 施 例 ８ ： Ｈ １ ＝ 0.05m、 Ｅ ／ Ｈ １ ＝ 4

【 ０ ０ ７ ０ 】
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（ 荷 重 条 件 及 び 評 価 項 目 ）

　 荷 重 条 件 １ － ３ 、 及 び 評 価 項 目 は 、 第 １ の 解 析 と 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

（ 解 析 結 果 ）

　 解 析 結 果 を 表 ４ に 示 す 。 横 軸 を Ｅ ／ Ｈ １ と し て 縦 軸 を 改 良 体 下 の 接 地 圧 （ Ｄ 点 ） と し た

グ ラ フ を 図 ８ Ａ に 、 横 軸 を Ｅ ／ Ｈ １ と し て 縦 軸 を コ ン リ ー ト 量 と し た グ ラ フ を 図 ９ Ａ に 示

す 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

【 表 ４ 】

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 鍔 状 部 Ｆ １ の 突 出 長 さ Ｅ を 固 定 し （ Ｅ ＝ 0.2m） 、 鍔 状 部 Ｆ １ の 厚 み Ｈ １ に 対 す る 鍔 状 部

Ｆ １ の 突 出 長 さ Ｅ の 比 （ Ｅ ／ Ｈ １ ） を 変 化 さ せ た 場 合 、 前 記 比 （ Ｅ ／ Ｈ １ ） が 大 き く な る

ほ ど 、 す な わ ち 鍔 状 部 Ｆ １ の 厚 み Ｈ １ が 小 さ く な る ほ ど 、 改 良 体 下 の 接 地 圧 （ Ｄ 点 ） 及 び

コ ン ク リ ー ト 量 が 小 さ く な る こ と が 分 か る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

＜ 第 ３ の 解 析 ＞

（ パ ラ メ ー タ ）

（ １ ） 改 良 厚 Ｌ ＝ 2.5m、 二 次 改 良 厚 Ｊ ＝ 1.0m、 一 次 改 良 幅 Ｋ ＝ 5.6mと す る 。

（ ２ ） 基 礎 の 高 さ Ｈ ＝ 0.9m、 基 礎 上 部 の 高 さ Ｈ １ ＝ 0.1m、 基 礎 下 部 の 高 さ Ｈ ２ ＝ 0.8mと す

る 。

（ ３ ） 基 礎 の 横 幅 Ｂ １ ＝ 基 礎 の 縦 幅 Ｗ １ ＝ 4.0mと す る 。

（ ４ ） 傾 斜 面 Ｓ １ （ 前 記 逆 円 錐 台 状 の 断 面 形 状 の 側 面 ） の 水 平 面 か ら の 傾 斜 角 度 α を 約 30

° と す る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 Ｂ ２ ＝ Ｗ ２ 、 Ｂ ３ ＝ Ｗ ３ 、 Ｅ 、 Ｅ ／ Ｈ １ を 以 下 と す る 。

（ １ ） 実 施 例 ９ ： Ｂ ２ ＝ Ｗ ２ ＝ 3.8m、 Ｂ ３ ＝ Ｗ ３ ＝ 1.0m、 Ｅ =0.1m、 Ｅ ／ Ｈ １ ＝ 1

（ ２ ） 実 施 例 １ ０ ： Ｂ ２ ＝ Ｗ ２ ＝ 3.7m、 Ｂ ３ ＝ Ｗ ３ ＝ 0.9m、 Ｅ =0.15m、 Ｅ ／ Ｈ １ ＝ 1.5

（ ３ ） 実 施 例 １ ： Ｂ ２ ＝ Ｗ ２ ＝ 3.6m、 Ｂ ３ ＝ Ｗ ３ ＝ 0.8m、 Ｅ =0.2m、 Ｅ ／ Ｈ １ ＝ 2

（ ４ ） 実 施 例 １ １ ： Ｂ ２ ＝ Ｗ ２ ＝ 3.5m、 Ｂ ３ ＝ Ｗ ３ ＝ 0.7m、 Ｅ =0.25m、 Ｅ ／ Ｈ １ ＝ 2.5

（ ５ ） 実 施 例 １ ２ ： Ｂ ２ ＝ Ｗ ２ ＝ 3.4m、 Ｂ ３ ＝ Ｗ ３ ＝ 0.6m、 Ｅ =0.3m、 Ｅ ／ Ｈ １ ＝ 3

（ ６ ） 実 施 例 １ ３ ： Ｂ ２ ＝ Ｗ ２ ＝ 3.2m、 Ｂ ３ ＝ Ｗ ３ ＝ 0.4m、 Ｅ =0.4m、 Ｅ ／ Ｈ １ ＝ 4

【 ０ ０ ７ ６ 】

（ 荷 重 条 件 及 び 評 価 項 目 ）

　 荷 重 条 件 １ － ３ 、 及 び 評 価 項 目 は 、 第 １ の 解 析 と 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

（ 解 析 結 果 ）

　 解 析 結 果 を 表 ５ に 示 す 。 横 軸 を Ｅ ／ Ｈ １ と し て 縦 軸 を 改 良 体 下 の 接 地 圧 （ Ｄ 点 ） と し た
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グ ラ フ を 図 ８ Ｂ に 、 横 軸 を Ｅ ／ Ｈ １ と し て 縦 軸 を コ ン リ ー ト 量 と し た グ ラ フ を 図 ９ Ｂ に 示

す 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

【 表 ５ 】

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 鍔 状 部 Ｆ １ の 厚 み Ｈ １ を 固 定 し （ Ｈ １ ＝ 0.1m） 、 鍔 状 部 Ｆ １ の 厚 み Ｈ １ に 対 す る 鍔 状 部

Ｆ １ の 突 出 長 さ Ｅ の 比 （ Ｅ ／ Ｈ １ ） を 変 化 さ せ た 場 合 、 前 記 比 （ Ｅ ／ Ｈ １ ） が 大 き く な る

ほ ど 、 す な わ ち 鍔 状 部 Ｆ １ の 突 出 長 さ Ｅ が 大 き く な る ほ ど 、 コ ン ク リ ー ト 量 が 小 さ く な る

こ と が 分 か る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 改 良 体 下 の 接 地 圧 （ Ｄ 点 ） は 、 前 記 比 （ Ｅ ／ Ｈ １ ） が 大 き く な る ほ ど 、 す な わ ち 鍔 状 部

Ｆ １ の 突 出 長 さ Ｅ が 大 き く な る ほ ど 、 荷 重 条 件 １ 及 び ２ で は 小 さ く な り 、 荷 重 条 件 ３ で は

若 干 増 加 す る 傾 向 で あ る こ と が 分 か る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

＜ 前 記 比 （ Ｅ ／ Ｈ １ ） に つ い て の 考 察 ＞

　 第 ２ の 解 析 、 及 び 第 ３ の 解 析 に よ り 、 鍔 状 部 Ｆ １ の 厚 み Ｈ １ を 小 さ く し 、 鍔 状 部 Ｆ １ の

突 出 長 さ Ｅ を 大 き く す る こ と に よ り 、 （ Ｅ ／ Ｈ １ ） が 大 き く な り 、 そ れ に よ り 、 改 良 体 下

の 接 地 圧 （ Ｄ 点 ） を 小 さ く す る 効 果 、 及 び コ ン ク リ ー ト 量 を 小 さ く す る 効 果 が あ る こ と が

分 か っ た 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 し か し な が ら 、 鍔 状 部 Ｆ １ の 厚 み Ｈ １ を 小 さ く す る と 、 鍔 状 部 Ｆ １ の 許 容 耐 力 （ 鉄 筋 と

コ ン ク リ ー ト が 負 担 す る ） が 小 さ く な り 、 鍔 状 部 Ｆ １ の 突 出 長 さ Ｅ を 大 き く す る と 、 鍔 状

部 Ｆ １ の 負 担 応 力 （ 曲 げ モ ー メ ン ト と せ ん 断 力 ） が 大 き く な る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 し た が っ て 、 許 容 耐 力 よ り も 負 担 応 力 を 小 さ く す る た め に 、 鍔 状 部 Ｆ １ の 厚 み Ｈ １ の 値

の 範 囲 、 及 び 鍔 状 部 Ｆ １ の 突 出 長 さ Ｅ の 値 の 範 囲 に は 制 限 が あ る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 す な わ ち 、 鍔 状 部 Ｆ １ の 厚 み Ｈ １ は 、 ０ ． ０ ５ ｍ （ 例 え ば 実 施 例 ８ ） 以 上 ０ ． ３ ｍ （ 例

え ば 実 施 例 ５ ） 以 下 で あ る の が 好 ま し い 実 施 態 様 で あ る 。 ま た 、 鍔 状 部 Ｆ １ の 突 出 長 さ Ｅ

は 、 ０ ． １ ｍ （ 例 え ば 実 施 例 ９ ） 以 上 ０ ． ６ ｍ （ 例 え ば 実 施 例 ５ ） 以 下 で あ る の が 好 ま し

い 実 施 態 様 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

30

40

50



(14) JP  2021-88817  A   2021.6.10

　 鍔 状 部 Ｆ １ の 厚 み Ｈ １ に 対 す る 鍔 状 部 Ｆ １ の 突 出 長 さ Ｅ の 比 （ Ｅ ／ Ｈ １ ） は 、 １ 以 上 ４

以 下 （ 例 え ば 図 ９ Ａ 及 び 図 ９ Ｂ ） に す る の が 好 ま し い 実 施 態 様 で あ る 。 そ の 場 合 、 鍔 状 部

Ｆ １ の 突 出 長 さ Ｅ は 、 鍔 状 部 Ｆ １ の 厚 み Ｈ １ に 対 し て 、 １ ～ ４ 倍 の 範 囲 に な る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 実 施 の 形 態 １ に お け る 基 礎 コ ン ク ー ト ３ は 、 上 部 ３ Ａ が 直 方 体 状 で あ り 、 下 部 ３ Ｂ が 逆

四 角 錐 台 状 で あ る 。 本 発 明 に お け る 基 礎 コ ン ク リ ー ト は 、 こ の よ う な 形 状 に 限 定 さ れ な い

。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 独 立 基 礎 で あ る 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ は 、 建 築 物 の 隣 り 合 う 柱 ４ ， ４ 間 を 結 ぶ 水 平 方 向 に

直 交 す る 第 １ 水 平 方 向 Ｏ １ を 含 む 鉛 直 面 に よ り 切 断 し た 断 面 形 状 が 逆 台 形 状 で あ り 、 下 部

３ Ｂ の 前 記 断 面 形 状 に お け る 上 端 の 側 縁 Ｍ か ら 前 記 第 １ 水 平 方 向 Ｏ １ へ 突 出 す る 鍔 状 部 Ｆ

１ を 有 す る も の で あ れ ば よ い 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

［ 実 施 の 形 態 ２ ］

　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 建 築 物 の 基 礎 構 造 に お け る 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ を 、 図 １ ０

Ａ の 斜 視 図 に 示 す 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 図 １ ０ Ａ の 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ は 、 上 部 ３ Ａ が 八 角 柱 状 で あ り 、 下 部 ３ Ｂ が 逆 八 角 錐 台

状 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

［ 実 施 の 形 態 ３ ］

　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 建 築 物 の 基 礎 構 造 に お け る 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ を 、 図 １ ０

Ｂ の 斜 視 図 に 示 す 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 図 １ ０ Ｂ の 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ は 、 上 部 ３ Ａ が 八 角 柱 状 で あ り 、 下 部 ３ Ｂ の 上 端 の 外 周

縁 Ｕ １ が 正 八 角 形 で あ り 、 底 面 Ｂ Ｓ １ の 外 周 縁 Ｖ １ が 正 方 形 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

［ 実 施 の 形 態 ４ ］

　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 建 築 物 の 基 礎 構 造 に お け る 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ を 、 図 １ ０

Ｃ の 斜 視 図 に 示 す 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 図 １ ０ Ｃ の 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ は 、 上 部 ３ Ａ が 十 六 角 柱 状 で あ り 、 下 部 ３ Ｂ の 上 端 の 外

周 縁 Ｕ １ が 正 十 六 角 形 で あ り 、 底 面 Ｂ Ｓ １ の 外 周 縁 Ｖ １ が 正 方 形 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

［ 実 施 の 形 態 ５ ］

　 図 １ １ Ａ の 平 面 図 、 並 び に 図 １ １ Ｂ 及 び 図 １ ２ の 断 面 図 は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に 係

る 建 築 物 の 基 礎 構 造 １ を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 建 築 物 の 基 礎 構 造 １ は 、 表 層 地 盤 Ｇ を 改 良 し た 地 盤 改 良 体 ２ 及 び 地 盤 改 良 体 ２ 上 に 現 場

で 打 設 し た 基 礎 コ ン ク リ ー ト ７ を 含 む 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 基 礎 コ ン ク ー ト ７ は 布 基 礎 で あ り 、 形 状 の 異 な る 上 部 ７ Ａ 及 び 下 部 ７ Ｂ を 有 す る 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 基 礎 コ ン ク ー ト ７ の 下 部 ７ Ｂ は 、 建 築 物 の 壁 ８ に 直 交 す る 第 ２ 水 平 方 向 Ｏ ２ を 含 む 鉛 直

面 に よ り 切 断 し た 断 面 形 状 が 逆 台 形 状 で あ る 。 前 記 逆 台 形 状 の 断 面 形 状 の 側 面 Ｓ １ の 水 平

面 か ら の 傾 斜 角 度 α は 、 ２ ０ ° ≦ α ≦ ４ ０ ° と す る の が 好 ま し い 実 施 態 様 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 基 礎 コ ン ク ー ト ７ の 上 部 ７ Ａ は 、 下 部 ７ Ｂ の 前 記 断 面 形 状 に お け る 上 端 の 側 縁 Ｍ か ら 、

第 ２ 水 平 方 向 Ｏ ２ へ 突 出 す る 鍔 状 部 Ｆ ２ を 有 す る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】
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　 次 に 、 建 築 物 の 基 礎 １ の 施 工 工 程 の 一 例 を 説 明 す る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

＜ 地 盤 改 良 工 程 ＞

（ 掘 下 げ 工 程 ）

　 図 １ １ Ｂ 及 び 図 １ ２ に 示 す 地 表 面 Ｇ Ｌ か ら 下 側 の 表 層 地 盤 Ｇ を 、 例 え ば バ ッ ク ホ ウ に よ

る 鋤 取 り 等 に よ り 所 要 形 状 に 掘 り 下 げ る 。

【 ０ １ ０ １ 】

（ 一 次 改 良 工 程 ）

　 次 に 、 地 盤 改 良 体 ２ の 下 部 の 形 状 で あ る 「 口 」 字 状 に 、 ア タ ッ チ メ ン ト と し て ミ キ シ ン

グ フ ォ ー ク を 装 着 し た バ ッ ク ホ ウ 等 に よ り 掘 削 し 、 セ メ ン ト 系 固 化 材 等 の 固 化 材 を 添 加 混

合 し な が ら 混 合 攪 拌 し 、 重 機 及 び ロ ー ラ ー 等 に よ り 締 め 固 め て 地 盤 改 良 体 ２ の 下 部 を 形 成

す る 一 次 改 良 工 程 を 行 う 。

【 ０ １ ０ ２ 】

（ 二 次 改 良 工 程 ）

　 次 に 、 前 記 掘 下 げ 工 程 に よ り 掘 り 下 げ た 土 を 、 バ ッ ク ホ ウ 等 に よ り 地 盤 改 良 体 ２ の 下 部

の 上 側 に 埋 め 戻 し 、 ア タ ッ チ メ ン ト と し て ミ キ シ ン グ フ ォ ー ク を 装 着 し た バ ッ ク ホ ウ 等 に

よ り 、 表 層 地 盤 Ｇ を 地 表 面 Ｇ Ｌ か ら 地 盤 改 良 体 ２ 上 部 の 形 状 に 掘 削 し 、 固 化 材 を 添 加 混 合

し な が ら 混 合 攪 拌 し 、 重 機 及 び ロ ー ラ ー 等 に よ り 締 め 固 め て 地 盤 改 良 体 ２ の 上 部 を 形 成 す

る 二 次 改 良 工 程 を 行 う 。

【 ０ １ ０ ３ 】

＜ 基 礎 掘 削 工 程 ＞

（ 上 部 掘 削 部 形 成 工 程 ）

　 次 に 、 前 記 地 盤 改 良 工 程 で 構 築 し た 地 盤 改 良 体 ２ に 対 し 、 図 １ ３ Ａ の 平 面 図 、 及 び 図 １

３ Ｂ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 図 １ １ Ａ 及 び 図 １ １ Ｂ 、 並 び に 図 １ ２ の 壁 ８ の 下 方 に 位 置 す

る 地 盤 改 良 体 ２ の 上 部 を 、 下 端 部 外 周 縁 Ｐ １ ， Ｐ ２ の 位 置 ま で 掘 削 し て 上 部 掘 削 部 ２ Ａ を

形 成 す る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

（ 下 部 掘 削 部 形 成 工 程 ）

　 次 に 、 下 端 部 外 周 縁 Ｐ １ ， Ｐ ２ か ら 鍔 状 部 Ｆ ２ の 突 出 長 さ Ｅ の 分 だ け 内 方 の 周 縁 Ｕ ３ ，

Ｕ ４ か ら 、 下 方 の 下 部 掘 削 部 ２ Ｂ を 掘 削 す る 。

【 ０ １ ０ ５ 】

＜ 基 礎 打 設 工 程 ＞

　 次 に 、 下 部 掘 削 部 ２ Ｂ 内 に 、 図 １ ２ に 示 す 捨 て コ ン ク リ ー ト １ ０ を 打 設 す る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

　 次 に 、 壁 ８ 用 の 鉄 筋 を 捨 て コ ン ク リ ー ト １ ０ に 配 筋 し 、 上 部 掘 削 部 ２ Ａ 及 び 下 部 掘 削 部

２ Ｂ 内 に 基 礎 配 筋 を 行 っ て 基 礎 コ ン ク リ ー ト ７ を 打 設 す る 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 次 に 、 コ ン ク リ ー ト で あ る 壁 ８ を 打 設 し 、 土 間 コ ン ク リ ー ト ９ を 打 設 す る 。 基 礎 コ ン ク

ー ト ７ と 壁 ８ と は 鉄 筋 で 接 続 さ れ て 一 体 に な る 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 以 上 の 工 程 に よ り 、 図 １ １ Ａ 及 び 図 １ １ Ｂ に 示 す 建 築 物 の 基 礎 （ 下 部 構 造 ） １ の 施 工 が

完 了 す る 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 以 上 の よ う な 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 建 築 物 の 基 礎 構 造 １ に よ れ ば 、 表 層 地 盤 Ｇ を 改

良 し た 地 盤 改 良 体 ２ 上 に 現 場 で 打 設 し た 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ ， ７ が 、 形 状 の 異 な る 上 部 ３

Ａ ， ７ Ａ 及 び 下 部 ３ Ｂ ， ７ Ｂ を 有 す る 。 そ し て 、 下 部 ３ Ｂ ， ７ Ｂ は 逆 台 形 状 の 断 面 形 状 を

有 し 、 上 部 ３ Ａ ， ７ Ａ は 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部 Ｆ １ ， Ｆ ２ を 有 す る 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ ， ７ の 前 記 形 状 に よ り 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ ， ７ か ら 下 部 地 盤 へ 応

力 が 伝 搬 す る 範 囲 が 広 く な る の で 、 下 部 地 盤 へ 伝 達 さ れ る 応 力 を 低 減 で き る と と も に 、 体
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積 が 小 さ く な る こ と か ら 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ ， ７ の 打 設 量 を 削 減 で き る の で 施 工 コ ス ト を

低 減 で き る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 そ の 上 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ ， ７ が 前 記 鍔 状 部 Ｆ １ ， Ｆ ２ を 有 す る こ と か ら 、 基 礎 コ ン

ク リ ー ト ３ ， ７ に モ ー メ ン ト 荷 重 が 作 用 し た 際 に 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ ， ７ の 端 部 の 接 地 圧

が 分 散 さ れ る の で 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ ， ７ 下 の 一 端 に 作 用 す る 最 大 接 地 圧 を 小 さ く す る

こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 以 上 の 実 施 の 形 態 の 記 載 は す べ て 例 示 で あ り 、 こ れ に 制 限 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明

の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 種 々 の 改 良 及 び 変 更 を 施 す こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ １ ３ 】

１ 　 建 築 物 の 基 礎 構 造

２ 　 地 盤 改 良 体

２ Ａ 　 上 部 掘 削 部

２ Ｂ 　 下 部 掘 削 部

３ 　 基 礎 コ ン ク リ ー ト （ 独 立 基 礎 ）

３ Ａ 　 上 部

３ Ｂ 　 下 部

４ 　 鉄 骨 柱

５ 　 土 間 コ ン ク リ ー ト

６ 　 捨 て コ ン ク リ ー ト

７ 　 基 礎 コ ン ク リ ー ト （ 布 基 礎 ）

７ Ａ 　 上 部

７ Ｂ 　 下 部

８ 　 壁

９ 　 土 間 コ ン ク リ ー ト

１ ０ 　 捨 て コ ン ク リ ー ト

Ｂ １ 　 基 礎 の 横 幅

Ｂ ２ 　 下 部 上 端 部 の 横 幅

Ｂ ３ 　 基 礎 底 面 の 横 幅

Ｂ Ｓ １ ， Ｂ Ｓ ２ 　 底 面

Ｅ 　 鍔 状 部 の 突 出 長 さ

Ｆ １ ， Ｆ ２ 　 鍔 状 部

Ｇ 　 表 層 地 盤

Ｇ Ｌ 　 地 表 面

Ｈ 　 基 礎 の 高 さ

Ｈ １ 　 上 部 の 高 さ （ 鍔 状 部 の 厚 み ）

Ｈ ２ 　 下 部 の 高 さ

Ｊ 　 二 次 改 良 厚

Ｋ 　 一 次 改 良 幅

Ｌ 　 改 良 厚

Ｍ 　 下 部 の 上 端 の 側 縁

Ｏ １ 　 柱 間 を 結 ぶ 水 平 方 向 に 直 交 す る 水 平 方 向

Ｏ ２ 　 壁 に 直 交 す る 水 平 方 向

Ｐ ， Ｐ １ ， Ｐ ２ 　 下 端 部 外 周 縁

Ｓ １ ， Ｓ ２ 　 側 面

Ｔ １ ， Ｔ ２ 　 下 面

Ｕ １ 　 下 部 の 上 端 の 外 周 縁 （ 上 部 の 下 端 部 外 周 縁 よ り も 内 方 の 周 縁 ）

Ｕ ２ 　 下 部 掘 削 部 の 上 端 縁 （ 上 部 掘 削 部 の 下 端 部 外 周 縁 よ り も 内 方 の 周 縁 ）
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Ｕ ３ ， Ｕ ４ 　 周 縁

Ｖ １ 　 底 面 の 外 周 縁

Ｖ ２ 　 下 部 掘 削 部 の 底 面 の 外 周 縁

Ｗ １ 　 基 礎 の 縦 幅

Ｗ ２ 　 下 部 上 端 部 の 縦 幅

Ｗ ３ 　 基 礎 底 面 の 縦 幅

α 　 傾 斜 面 で あ る 側 面 の 水 平 面 か ら の 傾 斜 角 度

【 図 １ Ａ 】

【 図 １ Ｂ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ Ａ 】

【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】
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【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ８ Ａ 】

【 図 ８ Ｂ 】

【 図 ９ Ａ 】

【 図 ９ Ｂ 】

【 図 １ ０ Ａ 】

【 図 １ ０ Ｂ 】

【 図 １ ０ Ｃ 】
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【 図 １ １ Ａ 】

【 図 １ １ Ｂ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ Ａ 】

【 図 １ ３ Ｂ 】
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【 手 続 補 正 書 】

【 提 出 日 】 令 和 3年 1月 8日 (2021.1.8)

【 手 続 補 正 １ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲

【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 表 層 地 盤 を 改 良 し た 地 盤 改 良 体 及 び 前 記 地 盤 改 良 体 上 に 現 場 で 打 設 し た 基 礎 コ ン ク リ ー

ト を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 で あ っ て 、

　 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト は 、 鉄 骨 柱 又 は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 壁 を 直 接 支 持 し 、

　 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト は 、 形 状 の 異 な る 上 部 及 び 下 部 を 有 し 、

　 前 記 下 部 は 、

　 　 建 築 物 の 隣 り 合 う 前 記 鉄 骨 柱 間 を 結 ぶ 水 平 方 向 に 直 交 す る 第 １ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面

に よ り 切 断 し た 断 面 形 状 、 又 は 、

　 　 建 築 物 の 前 記 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 壁 に 直 交 す る 第 ２ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面 に よ り 切 断 し

た 断 面 形 状

が 逆 台 形 状 で あ り 、

　 前 記 上 部 は 、

　 　 前 記 下 部 の 前 記 断 面 形 状 に お け る 上 端 の 側 縁 か ら 、

　 　 　 前 記 第 １ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部 、 又 は 、

　 　 　 前 記 第 ２ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部

を 有 し 、

　 前 記 鍔 状 部 の 厚 み は 、 ０ ． ０ ５ ｍ 以 上 ０ ． ３ ｍ 以 下 、

　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 ０ ． １ ｍ 以 上 ０ ． ６ ｍ 以 下 で あ り 、

　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 前 記 鍔 状 部 の 厚 み に 対 し て 、 １ ～ ４ 倍 の 範 囲 で あ る 、

建 築 物 の 基 礎 構 造 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 逆 台 形 状 の 断 面 形 状 の 側 面 の 水 平 面 か ら の 傾 斜 角 度 は 、 ２ ０ ° 以 上 ４ ０ ° 以 下 で あ

る 、

請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト は 独 立 基 礎 で あ り 、

　 前 記 下 部 の 底 面 は 、 前 記 下 部 の 上 端 の 外 周 縁 の 平 面 形 状 よ り も 小 さ い 四 角 以 上 の 多 角 形

で あ り 、

　 前 記 下 部 の 側 面 は 、 前 記 下 部 の 上 端 の 外 周 縁 と 前 記 底 面 の 外 周 縁 と を 繋 ぐ 傾 斜 面 で あ る

、

請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 。

【 請 求 項 ４ 】

　 表 層 地 盤 を 改 良 し た 地 盤 改 良 体 及 び 前 記 地 盤 改 良 体 上 に 現 場 で 打 設 し た 基 礎 コ ン ク リ ー

ト を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト は 、 鉄 骨 柱 又 は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 壁 を 直 接 支 持 し 、

　 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト は 、 形 状 の 異 な る 上 部 及 び 下 部 を 有 し 、

　 前 記 下 部 は 、

　 　 建 築 物 の 隣 り 合 う 前 記 鉄 骨 柱 間 を 結 ぶ 水 平 方 向 に 直 交 す る 第 １ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面

に よ り 切 断 し た 断 面 形 状 、 又 は 、

　 　 建 築 物 の 前 記 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 壁 に 直 交 す る 第 ２ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面 に よ り 切 断 し

た 断 面 形 状

が 逆 台 形 状 で あ り 、
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　 前 記 上 部 は 、

　 　 前 記 下 部 の 前 記 断 面 形 状 に お け る 上 端 の 側 縁 か ら 、

　 　 　 前 記 第 １ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部 、 又 は 、

　 　 　 前 記 第 ２ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部

を 有 し 、

　 前 記 鍔 状 部 の 厚 み は 、 ０ ． ０ ５ ｍ 以 上 ０ ． ３ ｍ 以 下 、

　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 ０ ． １ ｍ 以 上 ０ ． ６ ｍ 以 下 で あ り 、

　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 前 記 鍔 状 部 の 厚 み に 対 し て 、 １ ～ ４ 倍 の 範 囲 で あ り 、

　 前 記 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 は 、 地 盤 改 良 工 程 と 、 基 礎 掘 削 工 程 と 、 基 礎 打 設 工 程

と を 含 み 、

　 前 記 地 盤 改 良 工 程 は 、

　 　 表 層 地 盤 を 掘 り 下 げ た 土 を 埋 め 戻 し 、 固 化 材 を 添 加 混 合 し な が ら 混 合 攪 拌 し た 後 に 締

め 固 め て 前 記 地 盤 改 良 体 を 構 築 す る 工 程 で あ り 、

　 前 記 基 礎 掘 削 工 程 は 、

　 　 建 築 物 の 柱 の 下 方 、 又 は 建 築 物 の 壁 の 下 方 に 位 置 す る 前 記 地 盤 改 良 体 の 上 部 を 、 前 記

基 礎 コ ン ク リ ー ト の 上 部 の 形 状 に 掘 削 し て 上 部 掘 削 部 を 形 成 す る 工 程 、 及 び 、

　 　 前 記 上 部 掘 削 部 の 下 方 を 、 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 下 部 の 形 状 に 掘 削 し て 下 部 掘 削 部

を 形 成 す る 工 程 で あ り 、

　 前 記 基 礎 打 設 工 程 は 、

　 　 前 記 下 部 掘 削 部 内 に 捨 て コ ン ク リ ー ト を 打 設 し 、 前 記 上 部 掘 削 部 及 び 前 記 下 部 掘 削 部

内 に 基 礎 配 筋 を 行 っ て 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 工 程 で あ る 、

建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 逆 台 形 状 の 断 面 形 状 の 側 面 の 水 平 面 か ら の 傾 斜 角 度 は 、 ２ ０ ° 以 上 ４ ０ ° 以 下 で あ

る 、

請 求 項 ４ に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 。

【 手 続 補 正 ２ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 〔 １ 〕

　 表 層 地 盤 を 改 良 し た 地 盤 改 良 体 及 び 前 記 地 盤 改 良 体 上 に 現 場 で 打 設 し た 基 礎 コ ン ク リ ー

ト を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 で あ っ て 、

　 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト は 、 鉄 骨 柱 又 は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 壁 を 直 接 支 持 し 、

　 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト は 、 形 状 の 異 な る 上 部 及 び 下 部 を 有 し 、

　 前 記 下 部 は 、

　 　 建 築 物 の 隣 り 合 う 前 記 鉄 骨 柱 間 を 結 ぶ 水 平 方 向 に 直 交 す る 第 １ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面

に よ り 切 断 し た 断 面 形 状 、 又 は 、

　 　 建 築 物 の 前 記 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 壁 に 直 交 す る 第 ２ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面 に よ り 切 断 し

た 断 面 形 状

が 逆 台 形 状 で あ り 、

　 前 記 上 部 は 、

　 　 前 記 下 部 の 前 記 断 面 形 状 に お け る 上 端 の 側 縁 か ら 、

　 　 　 前 記 第 １ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部 、 又 は 、

　 　 　 前 記 第 ２ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部

を 有 し 、

　 前 記 鍔 状 部 の 厚 み は 、 ０ ． ０ ５ ｍ 以 上 ０ ． ３ ｍ 以 下 、
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　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 ０ ． １ ｍ 以 上 ０ ． ６ ｍ 以 下 で あ り 、

　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 前 記 鍔 状 部 の 厚 み に 対 し て 、 １ ～ ４ 倍 の 範 囲 で あ る 、

建 築 物 の 基 礎 構 造 。

【 手 続 補 正 ３ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２

【 補 正 方 法 】 削 除

【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ４ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 〔 ２ 〕

　 前 記 逆 台 形 状 の 断 面 形 状 の 側 面 の 水 平 面 か ら の 傾 斜 角 度 は 、 ２ ０ ° 以 上 ４ ０ ° 以 下 で あ

る 、 〔 １ 〕 に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 。

【 手 続 補 正 ５ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 〔 ３ 〕

　 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト は 独 立 基 礎 で あ り 、

　 前 記 下 部 の 底 面 は 、 前 記 下 部 の 上 端 の 外 周 縁 の 平 面 形 状 よ り も 小 さ い 四 角 以 上 の 多 角 形

で あ り 、

　 前 記 下 部 の 側 面 は 、 前 記 下 部 の 上 端 の 外 周 縁 と 前 記 底 面 の 外 周 縁 と を 繋 ぐ 傾 斜 面 で あ る

、 〔 １ 〕 又 は 〔 ２ 〕 に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 。

【 手 続 補 正 ６ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 〔 ４ 〕

　 表 層 地 盤 を 改 良 し た 地 盤 改 良 体 及 び 前 記 地 盤 改 良 体 上 に 現 場 で 打 設 し た 基 礎 コ ン ク リ ー

ト を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト は 、 鉄 骨 柱 又 は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 壁 を 直 接 支 持 し 、

　 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト は 、 形 状 の 異 な る 上 部 及 び 下 部 を 有 し 、

　 前 記 下 部 は 、

　 　 建 築 物 の 隣 り 合 う 前 記 鉄 骨 柱 間 を 結 ぶ 水 平 方 向 に 直 交 す る 第 １ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面

に よ り 切 断 し た 断 面 形 状 、 又 は 、

　 　 建 築 物 の 前 記 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 壁 に 直 交 す る 第 ２ 水 平 方 向 を 含 む 鉛 直 面 に よ り 切 断 し

た 断 面 形 状

が 逆 台 形 状 で あ り 、

　 前 記 上 部 は 、
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　 　 前 記 下 部 の 前 記 断 面 形 状 に お け る 上 端 の 側 縁 か ら 、

　 　 　 前 記 第 １ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部 、 又 は 、

　 　 　 前 記 第 ２ 水 平 方 向 へ 突 出 す る 鍔 状 部

を 有 し 、

　 前 記 鍔 状 部 の 厚 み は 、 ０ ． ０ ５ ｍ 以 上 ０ ． ３ ｍ 以 下 、

　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 ０ ． １ ｍ 以 上 ０ ． ６ ｍ 以 下 で あ り 、

　 前 記 鍔 状 部 の 突 出 長 さ は 、 前 記 鍔 状 部 の 厚 み に 対 し て 、 １ ～ ４ 倍 の 範 囲 で あ り 、

　 前 記 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 は 、 地 盤 改 良 工 程 と 、 基 礎 掘 削 工 程 と 、 基 礎 打 設 工 程

と を 含 み 、

　 前 記 地 盤 改 良 工 程 は 、

　 　 表 層 地 盤 を 掘 り 下 げ た 土 を 埋 め 戻 し 、 固 化 材 を 添 加 混 合 し な が ら 混 合 攪 拌 し た 後 に 締

め 固 め て 前 記 地 盤 改 良 体 を 構 築 す る 工 程 で あ り 、

　 前 記 基 礎 掘 削 工 程 は 、

　 　 建 築 物 の 柱 の 下 方 、 又 は 建 築 物 の 壁 の 下 方 に 位 置 す る 前 記 地 盤 改 良 体 の 上 部 を 、 前 記

基 礎 コ ン ク リ ー ト の 上 部 の 形 状 に 掘 削 し て 上 部 掘 削 部 を 形 成 す る 工 程 、 及 び 、

　 　 前 記 上 部 掘 削 部 の 下 方 を 、 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 下 部 の 形 状 に 掘 削 し て 下 部 掘 削 部

を 形 成 す る 工 程 で あ り 、

　 前 記 基 礎 打 設 工 程 は 、

　 　 前 記 下 部 掘 削 部 内 に 捨 て コ ン ク リ ー ト を 打 設 し 、 前 記 上 部 掘 削 部 及 び 前 記 下 部 掘 削 部

内 に 基 礎 配 筋 を 行 っ て 前 記 基 礎 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 工 程 で あ る 、

建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 。

【 手 続 補 正 ７ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６

【 補 正 方 法 】 削 除

【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ８ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 〔 ５ 〕

　 前 記 逆 台 形 状 の 断 面 形 状 の 側 面 の 水 平 面 か ら の 傾 斜 角 度 は 、 ２ ０ ° 以 上 ４ ０ ° 以 下 で あ

る 、 〔 ４ 〕 に 記 載 の 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 施 工 方 法 。

【 手 続 補 正 ９ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ は 独 立 基 礎 で あ り 、 形 状 の 異 な る 上 部 ３ Ａ 及 び 下 部 ３ Ｂ を 有 す る 。

【 手 続 補 正 １ ０ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ２ ６ 】

　 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ の 下 部 ３ Ｂ は 、 建 築 物 の 隣 り 合 う 柱 ４ ， ４ 間 を 結 ぶ 水 平 方 向 に 直 交

す る 第 １ 水 平 方 向 Ｏ １ を 含 む 鉛 直 面 に よ り 切 断 し た 断 面 形 状 が 逆 台 形 状 で あ る 。 本 実 施 の

形 態 で は 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ の 下 部 ３ Ｂ の 形 状 は 、 逆 四 角 錐 台 状 で あ る 。

【 手 続 補 正 １ １ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ の 上 部 ３ Ａ は 、 下 部 ３ Ｂ の 前 記 断 面 形 状 に お け る 上 端 の 側 縁 Ｍ （ 外

周 縁 Ｕ １ ） か ら 、 第 １ 水 平 方 向 Ｏ １ へ 突 出 す る 鍔 状 部 Ｆ １ を 有 す る 。 鍔 状 部 Ｆ １ の 下 面 Ｔ

１ は 略 水 平 面 で あ る 。

【 手 続 補 正 １ ２ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ６

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 実 施 の 形 態 １ に お け る 基 礎 コ ン ク リ ー ト ３ は 、 上 部 ３ Ａ が 直 方 体 状 で あ り 、 下 部 ３ Ｂ が

逆 四 角 錐 台 状 で あ る 。 本 発 明 に お け る 基 礎 コ ン ク リ ー ト は 、 こ の よ う な 形 状 に 限 定 さ れ な

い 。

【 手 続 補 正 １ ３ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ６

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 基 礎 コ ン ク リ ー ト ７ は 布 基 礎 で あ り 、 形 状 の 異 な る 上 部 ７ Ａ 及 び 下 部 ７ Ｂ を 有 す る 。

【 手 続 補 正 １ ４ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ７

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 基 礎 コ ン ク リ ー ト ７ の 下 部 ７ Ｂ は 、 建 築 物 の 壁 ８ に 直 交 す る 第 ２ 水 平 方 向 Ｏ ２ を 含 む 鉛

直 面 に よ り 切 断 し た 断 面 形 状 が 逆 台 形 状 で あ る 。 前 記 逆 台 形 状 の 断 面 形 状 の 側 面 Ｓ １ の 水

平 面 か ら の 傾 斜 角 度 α は 、 ２ ０ ° ≦ α ≦ ４ ０ ° と す る の が 好 ま し い 実 施 態 様 で あ る 。

【 手 続 補 正 １ ５ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ８

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 基 礎 コ ン ク リ ー ト ７ の 上 部 ７ Ａ は 、 下 部 ７ Ｂ の 前 記 断 面 形 状 に お け る 上 端 の 側 縁 Ｍ か ら
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、 第 ２ 水 平 方 向 Ｏ ２ へ 突 出 す る 鍔 状 部 Ｆ ２ を 有 す る 。

【 手 続 補 正 １ ６ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ７

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ １ ０ ７ 】

　 次 に 、 コ ン ク リ ー ト で あ る 壁 ８ を 打 設 し 、 土 間 コ ン ク リ ー ト ９ を 打 設 す る 。 基 礎 コ ン ク

リ ー ト ７ と 壁 ８ と は 鉄 筋 で 接 続 さ れ て 一 体 に な る 。
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